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1．はじめに 

 尼崎運河に2012年に建設された尼崎運河水質浄化施設は，

水質浄化，環境教育などに活用されている．本施設は，二枚

貝を用いた濁り除去水槽，スジアオノリなどの緑藻類や付着

性藻類を用いた栄養塩回収水路，生物の生息域を創造するこ

とを目的とした人工干潟によって構成されている．また，濁

り除去水槽内の二枚貝や，栄養塩を固定した生物は，市民協

働で陸域に取り上げ，堆肥化することで物質循環を促進している．しかし，竣工してから 1年が経過し，栄養

塩回収水路内への緑藻類の出現率は減少しており，藻類取り上げ量と浄化能が低下していることが課題として

挙げられる．そこで，本研究では，緑藻類の出現率が減少した原因を明らかにするとともに，浄化能改善の対

策についての考察を行った． 

2. 調査方法 

2.1 水質調査 

栄養塩回収水路の上流には，濁り除去水槽が設置されている．この水槽は懸濁物質を多く含む表層水を二枚

貝に摂餌させ，浄化するためのものである．栄養塩回収水路の表層系水路に流入しているのは，濁り除去水槽

を通過した海水である．そのため，濁り除去水槽内でスジアオノリの胞子が摂餌され，水路への胞子流入量が

減少することによって，スジアオノリの繁茂が阻害されていることが考えられる．そこで，2013 年の濁り除

去水槽による Chl.aの除去率の推移について調査を行った． 

 また，スジアオノリの出現と，運河および水路の水温，塩分，NH4-N，DIN との関係性を明らかにするため

に，2008年から 2013年までの運河，水路の水質調査を行った． 

2.2 流量変更実験 

 現在の栄養塩回収水路への運河海水流入量は 25L/min となっている．流量を変更することによる浄化能向上

を目的に，栄養塩回収水路の藻類付着量および浄化能と流量の関係を明らかにする実験を行った．表層系水路

の底面をかさ上げすることで，流速を変更し，流量を変更したときの環境を再現した．実験系内には，5cm×5cm

のモルタル製パネルを設置し，藻類付着量と Chl.a 量の測定を行った． 

3. 結果および考察 

3.1 緑藻類の繁茂について 

図 2に 2012年 4月から 2013 年 9月までの，濁り除去水槽への流入水および流出水の Chl.a量とその除去率

を示した．その除去率は最大が 50%であることから，濁り除去水槽による緑藻類の胞子の減少は考えられるも

のの，それが直接的な原因ではなかったと考えられた． 

運河表層水の塩分は，全ての年でスジアオノリの胞子放出限界とされる 3.3psu を上回っていた．また，水

路流入水の水温は全ての年度で同様の推移を示した．図 3に夏期(6,7,8,9,10月)に，スジアオノリの出現が確認

された月の DINの被度階級の散布図を示した．被度階級は，水路の表面積に対してスジアオノリの繁茂して 
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いる範囲であり，被度階級:割合は 5:75-100%，4:50-75%，3:25-50%，2:10-25%，1:1-10%，0:0%と定めた．こ

の図より，DIN 濃度について，濃度が 0.5mg/L以下で出現が確認されなかったことから，本水路での緑藻発生

に対する DIN の下限値を 0.5mg/Lとした． 

また，NH4-N 濃度についても同様に整理すると，NH4-N は，緑藻発生の制限因子となっており，被度が上

昇するほど閾値(最大値)は低下し，上限値は NH4-N=1.1mg/Lであった．これらの仮定の上限値および下限値と，

各年の栄養塩濃度を比較すると，2012 年度の表層系水路および底層系水路では，低 DIN による影響が考えら

れた．また，2013年度の底層系水路では，高 NH4-N による影響が考えられた．このことより，緑藻類の繁茂

について，栄養塩濃度が阻害要因になっていたと考えられた． 

3.2 浄化能向上について 

 図 4 に，実験によって得られた各流量の水路 1m あたりに換算した Chl.a 量を示した．流速が小さくなるに

したがって，藻類付着量は増しており，これは定性的に既往の知見 2)と一致している．図 5 に，この Chl.a 量

と Chl.a あたりの DIN 固定速度，溶出速度を用いて算出した，流下に伴う栄養塩濃度の変化を示した．なお，

このときの流入 DIN濃度は，2013年度の a) 最大の濃度 1.60mg/L(8月 27日)および b) 最小の濃度 0.17mg/L(5

月 1 日)と仮定した．さらに，図 6には，この栄養塩濃度の変化より求めた，各流量の 60m水路あたりの DIN

固定速度を示した．図 6 a) 1.60mg/Lおよび b) 0.17mg/L の場合の DIN 固定速度である．この結果より，流入

栄養塩が藻類量に対して十分な場合，その固定速度は Chl.a量に比例することがわかった．しかし，流入栄養

塩が藻類量に対して不十分場合では栄養塩枯渇が起き，その DIN 固定速度が低下することがわかった．藻類

量と栄養塩濃度に対して，流量を変更した場合，25L/min のときと比べて a) の場合，流量 20L/min では， DIN

濃度 1.60mg/L で DIN 固定速度 1.39mg/h の上昇，b) の場合，32L/min では DIN 濃度 0.17mg/L で DIN 固定速

度 4.47mg/h の上昇が推算された．しかし，現地では枯死藻類からの栄養塩溶出があり，今後この影響を含め

た解析を行う． 
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図 4  Chl.a量 

図 6  流量と固定速度 

図 5  流下にともなう栄養塩濃度の変化 

図 3  被度階級と DIN 濃度 図 2  濁り除去水槽の除去率 
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